
1
．
憲
法
審
査
会
の
始
動

憲
法
審
査
会
始
動
ま
で
の
経
過

2
0
0
7
年
５
月
改
憲
手
続
法
が
成

立
し
た
が
、
安
倍
首
相
（
当
時
）
の
退

陣
や
「
9
条
の
会
」
な
ど
の
市
民
運
動

の
盛
り
上
が
り
で
改
憲
の
動
き
は
阻
止

6面  YWCA国際研修会（ITI報告）
7面  南京を考える旅2012報告

第31回全国会員総会を開催しました
� （3面～関連記事掲載）�

さ
れ
、
2
0
0
9
年
政
権
交
代
に
よ
り

民
主
党
政
権
の
も
と
で
憲
法
は
守
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
2
0
1
0
年
7
月
、

ね
じ
れ
国
会
と
な
っ
た
こ
と
で
民
主
党

は
改
憲
問
題
で
自
民
党
・
公
明
党
に
す

り
寄
ら
な
け
れ
ば
国
会
運
営
が
成
り

立
た
た
な
く
な
っ
た
。
2
0
1
1
年
の

3
・
11
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

2
0
1
1
年
8
月
「
緊
急
事
態
に
関
す

る
憲
法
改
正
試
案
」
が
発
表
さ
れ
、

2
0
1
1
年
11
月
、「
憲
法
審
査
会
」

は
始
動
し
た
。

憲
法
審
査
会
で
の
議
論
状
況

東
日
本
大
震
災
を
口
実
に
「
憲
法
に

非
常
事
態
条
項
を
入
れ
よ
」
と
の
声
が

大
き
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
改
憲
論
で

地
震
・
津
波
を
防
げ
る
の
か
。
原
発
事

故
の
対
応
の
ま
ず
さ
は
憲
法
の
せ
い
と

言
え
る
の
か
。
ね
ら
い
は
9
条
改
憲
で

あ
る
。

ま
た
改
憲
手
続
法
の
「
宿
題
」
で
あ

る
18
歳
投
票
制
の
審
議
が
開
始
さ
れ
た

が
、
公
職
選
挙
法
・
民
法
・
刑
法
（
少

年
法
）
な
ど
の
多
く
の
法
律
と
の
関
係

に
お
い
て
問
題
が
山
積
み
で
あ
る
。

2
．
明
文
改
憲
・
解
釈
改
憲
の
動
き

自
民
党
修
正
新
憲
法
草
案

2
0
1
2
年
4
月
、
自
民
党
の
修
正

新
憲
法
草
案
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
は
、
天
皇
は
日
本
の
元
首
な
ど
と
復

古
調
で
あ
り
、
憲
法
は
権
力
担
当
者
へ

の
国
民
か
ら
の
命
令
で
あ
る
は
ず
が
、

国
民
に
対
し
て
「
尊
重
」
を
義
務
と
す

る
一
方
、
公
務
員
は
「
擁
護
」
の
み
と

す
る
な
ど
立
憲
主
義
を
否
定
し
、
自
衛

権
の
発
動
・
国
防
軍
が
明
記
さ
れ
る
な

ど
平
和
主
義
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
国
会
議
員
の
過
半
数
に
よ
る
発

2012年11月23日（金・休）、
全国会員総会オープンプログラム
として東京慈恵会医科大学教授 
小沢隆一さんによる「憲法と向き
合う」―日本国憲法で未来を拓く
―と題した講演会を開催した。

昨年12月16日の衆議院選挙の
結果を受け、今改めて私たちの暮
らしと憲法について考える時期に
ある。

小 沢 さん は 講 演 の 初 め に、
2011年秋から「憲法審査会」の
始動により改憲策動が再び活発化
し、改憲勢力が多様化してきた現
状について説明され本題に入られ
た。ここに講演要約を掲載する。

誰
か
の
犠
牲
の
上
に
立
つ

幸
せ
な
ど
は
あ
り
え
な
い

日
本
国
憲
法
で
未
来
を
拓
く

国
会
や
政
治
で

起
き
て
い
る
こ
と

憲
法
問
題
を
中
心
に

日本YWCAの使命（ミッション）
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する
世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

第31総会期主題
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節

日本ＹＷＣＡビジョン２０１５
（1） ・非核・非暴力により平和を構築する。
 ・平和憲法をまもり、世界に広める
 ・原発のない社会をつくる
 ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く　
（２） 女性と子どもの権利を守る。
（３） 若い女性のリーダーシップを養成する。
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魔
法
の
よ
う
な
解
決
策
は
な
い

実
生　

律
子

議
な
ど
憲
法
改
正
の
要
件
が
緩
和
さ
れ

て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会
の
「
維
新
八
策
」

世
代
間
格
差
を
是
正
し
世
代
間
の
対

立
を
煽
る
こ
と
で
世
の
中
を
変
え
る
も

く
ろ
み
で
あ
る
。
参
議
院
廃
止
も
視
野

に
入
れ
た
参
議
院
改
革
や
衆
議
院
議
員

の
半
減
な
ど
、
国
民
の
声
が
国
に
届
か

な
い
シ
ス
テ
ム
作
り
や
ス
ピ
ー
デ
ィ
で

強
権
的
な
権
力
行
使
が
可
能
な
統
治

構
造
を
目
指
し
て
い
る
。
福
祉
や
教
育

予
算
を
削
減
し
て
ス
リ
ム
な
国
家
を
作

る
と
い
う
弱
者
切
り
捨
て
が
特
徴
で
あ

る
。　

解
釈
改
憲
・
立
法
改
憲
の
危
険
な
動
き

憲
法
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
法
律

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
改
憲
の
実

質
を
取
る
動
き
も
あ
り
、
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
2
0
1
1
年
12
月
、
藤
村
官

房
長
官
談
話
で
は
「
武
器
輸
出
3
原

則
」
の
見
直
し
に
言
及
し
、
防
衛
産
業

界
の
要
求
に
露
骨
に
迎
合
。
ま
た
、
集

団
的
自
衛
権
容
認
へ
と
憲
法
解
釈
の
変

更
を
唱
え
る
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
。
自
民
党
は
2
0
1
2
年
7
月
6
日

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
に
す
る

「
国
家
安
全
保
障
基
本
法
」
の
概
要
を

決
定
し
、
政
権
奪
還
後
に
こ
の
法
案
の

成
立
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

2
0
1
2
年
12
月
の
選
挙
で
改
憲
勢

力
の
議
席
数
が
伸
び
て
し
ま
う
と
、
改

憲
が
通
常
国
会
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な

っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
危
険
な
状
況
で

あ
る
。

1
．
選
挙
制
度
を
め
ぐ
っ
て

衆
参
両
院
と
も
に
、
１
票
の
格
差
が

違
憲
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
民
意
を
正

確
に
反
映
す
る
選
挙
制
度
を
考
え
る
な

ら
、
選
挙
制
度
の
抜
本
改
革
が
必
要
で

あ
る
。

2
．
原
発
を
め
ぐ
っ
て

日
本
の
原
発
政
策
は
、
補
助
金
と
い

う
「
利
益
」
誘
導
に
よ
る
「
犠
牲
の
シ

ス
テ
ム
」
で
あ
っ
た
。

原
子
力
発
電
が
是
か
非
か
、
将
来
の

廃
棄
物
を
め
ぐ
る
大
局
的
な
合
意
形
成

が
な
い
ま
ま
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
地
の
選
定
と
い
う
個
別

的
課
題
に
つ
い
て
合
意
形
成
を
求
め
る

の
は
、
手
順
と
し
て
適
切
で
な
い
。
政

策
の
抜
本
的
な
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

3
．「
社
会
保
障
と
税
の一体
改
革
」

消
費
税
を
上
げ
、
一
方
で
は
福
祉
や

教
育
の
予
算
を
削
減
す
る
な
ど
、「
緊

縮
政
策
」
を
国
民
に
押
し
付
け
、
大
衆

増
税
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
額

所
得
者
・
大
企
業
の
資
産
・
金
融
に
対

す
る
課
税
が
あ
い
ま
い
の
ま
ま
で
あ
る
。

原
発
や
米
軍
基
地
の
問
題
は
、
も
と

を
正
せ
ば
特
定
の
地
域
・
人
た
ち
に
負

担
を
負
わ
せ
る
と
い
う
構
造
が
見
え
る
。

日
本
国
憲
法
は
こ
の
よ
う
な
状
態
を
拒

否
し
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
前
文
の
平

和
的
生
存
権
の
く
だ
り
が
そ
の
こ
と
を

謳
っ
て
い
る
。「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界

の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か

ら
逃
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権

利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
」、
こ

の
理
念
は
「
誰
か
の
犠
牲
の
上
に
よ
っ

て
立
つ
幸
せ
な
ど
は
あ
り
え
な
い
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の
精
神

に
立
っ
て
、
日
本
全
国
・
世
界
の
人
々

と
手
を
携
え
て
、
平
和
や
人
権
・
暮
ら

し
を
守
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

（
要
約
・
第
30
総
会
期
運
営
委
員

荒
木
紀
子
）

　

１
票
の
格
差
が
是
正
さ
れ
な
い
ま
ま
の
選
挙
で
、
昨
年
12
月
16
日

私
た
ち
は
自
民
党
中
心
の
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
。
投
票
率
59
・
32
％

は
戦
後
最
低
で
あ
り
、
無
効
票
約
2
0
4
万
票
は
過
去
最
高
で
あ
っ

た
。
国
民
を
こ
こ
ま
で
政
治
に
無
関
心
に
さ
せ
た
政
治
家
の
責
任
は

重
い
。
一
方
、
任
せ
て
文
句
を
言
う
の
で
は
な
く
、
引
き
受
け
て
考

え
る
一
人
ひ
と
り
の
姿
勢
も
求
め
ら
れ
る
。

　

３
・
11
後
、
私
た
ち
は
原
発
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
り
、
政
・
官
・

財
・
学
者
・
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
も
た
れ
合
い
な
が
ら
そ
の
原
発
を

推
し
進
め
て
き
た
か
を
学
ん
だ
は
ず
で
あ
っ
た
。
反
省
し
た
は
ず
で

あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
…
信
じ
が
た
い
。

　

安
倍
首
相
は
す
で
に
、
再
稼
動
は
も
と
よ
り
、
国
民
的
理
解
を
得

な
が
ら
新
規
に
原
発
を
つ
く
っ
て
い
く
と
発
言
し
て
い
る
。
昨
夏
行

わ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
決
め
る
た
め
の
国
民
的
議
論
で
は
、
８

割
が
原
発
０
％
の
支
持
で
あ
り
、
ま
た
首
相
官
邸
前
で
続
い
て
い
る

脱
原
発
の
抗
議
行
動
を
考
え
合
わ
せ
て
も
民
意
と
の
ず
れ
は
大
き
い
。

核
廃
棄
物
の
処
分
や
被
曝
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
原
発
労
働
者
の
問
題

に
魔
法
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
将
来
確
実
に
多

く
の
命
が
犠
牲
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
憲
法
制
定
か
ら
65
年
。
憲
法
改
定
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て

き
た
。
安
倍
首
相
は
自
主
憲
法
制
定
の
立
場
で
あ
り
、
夏
の
参
院

選
で
勝
利
を
得
れ
ば
、
一
気
に
改
憲
へ
と
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

今
回
メ
デ
ィ
ア
は
選
挙
前
か
ら
自
民
党
圧
勝
と
大
き
く
報
道
し
て
き

た
が
、そ
の
こ
と
は
世
論
形
成
へ
の
誘
導
と
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
世
界
1
0
1
位
に
甘
ん
じ
る
男
女
平
等
格
差
に
も
目
を
向

け
た
い
。
政
府
は
2
0
2
0
年
ま
で
に
意
思
決
定
機
関
へ
の
女
性
の

登
用
を
30
%
に
ま
で
高
め
る
と
し
て
き
た
が
、
新
政
権
は
後
ろ
向
き

で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
夏
の
参
院
選
の
結
果
が
大
き
く
意
味

を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
銘
記
し
た
い
。

（
東
京
Y
W
C
A
会
員
）

今
の
政
治
の
焦
点
に

つい
て
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11
月
23
日（
金
・
休
）〜
25
日（
日
）、
第
31
回
全

国
会
員
総
会
が
、
紅
葉
し
た
樹
々
が
美
し
い
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
（
東

京
・
代
々
木
）
で
、
2
0
2
名
の
参
加
を
も
っ
て

開
か
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
を
振
り
返
り
、

実
現
で
き
た
こ
と
、
未
だ
道
半
ば
に
し
て
達
成
で

き
て
い
な
い
こ
と
等
を
評
価
し
、
こ
れ
か
ら
の
４

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
実
践
研
究
所
所
長
の
金　

香
百
合
さ
ん
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
迎
え
た
。

「
私
O
K　

あ
な
た
O
K
」
の
自
他
尊
重
の
感
情

か
ら
人
は
エ
ン
パ
ワ
ー
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
学
び
、

相
手
の
話
に
耳
と
心
を
傾
け
る
こ
と
の
実
践
に
よ

り
、
携
帯
や
メ
ー
ル
社
会
の
中
で
失
わ
れ
た
も
の

に
気
づ
く
と
と
も
に
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
は
出
会
い
の

中
で
栄
養
を
い
た
だ
き
、
与
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る

こ
と
を
再
発
見
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
パ
ブ
リ

ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
岸
本
幸
子

さ
ん
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
「
女
性
た
ち
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜
Y
W
C
A
の
活
動

を
も
っ
と
推
進
す
る
た
め
に
！
」
と
題
し
て
行
わ

れ
た
。
日
頃
の
活
動
の
中
で
、
地
域
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に

共
通
し
て
い
る
と
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
自
分

た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
変
化
・
組
織
課
題

を
整
理
し
た
。「
弱
み
」
で
は
な
く
「
強
み
」
か
ら

出
発
し
、
3
年
後
の
目
標
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ

こ
に
至
る
ま
で
の
行
程
を
い
く
つ
か
の
小
さ
な
目

標
に
区
切
り
、
一
歩
一
歩
確
実
に
進
ん
で
行
く
こ

年
間
に
私
た
ち
は
何
を
大
切
に
活
動
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
、
そ
の
思
い
と
具
体
的
活
動
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

●
プ
レ
総
会

23
日
に
は
プ
レ
総
会
と
し
て
二
つ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
ユ
ー
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
は
、

昨
年
末
の
衆

議
院
選
挙
を
受

け
て
改
憲
勢
力

が
増
し
、
私
た

ち
の
日
本
は
、

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
目
指
す
、
核
の
な
い
、
ま
た
、

暴
力
に
よ
ら
な
い
社
会
の
実
現
に
は
遠
く

な
り
、
ど
こ
に
希
望
が
あ
る
の
か
と
憂
い

悩
む
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
、

領
土
問
題
で
日
韓
関
係
や
日
中
関
係
が

国
レ
ベ
ル
で
緊
張
感
を
帯
び
て
い
る
中
で

も
、
8
月
に
は
韓
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
共
催
で

日
本
に
お
い
て
日
韓
ユ
ー
ス
・
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
開
催
し
、
12
月
に
は
中
国
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
と
共
催
し
南
京
を
考
え
る
旅
を
実

施
し
、
実
り
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
東

北
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
中
で
国
際
的
な
緊
張

を
帯
び
て
い
る
時
に
こ
そ
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
あ
る
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
存
在
の
意
味
を
確
か

に
さ
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

聖
書
に
は
、「
光
は
暗
闇
の
中
で
輝
い

て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。
闇
が
深
い
と
思

う
時
ほ
ど
明
か
り
は
鮮
明
に
見
え
て
き

ま
す
。
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
存
在
が
こ
の
日
本
社

会
に
お
い
て
貴
重
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
で

は
な
い
で
す
が
、
私
た
ち
は
夜
空
に
輝
く

星
を
見
上
げ
な
が
ら
前
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
夜
空
の
星
は
す
べ
て
が
自

ら
光
を
放
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
大
き

な
光
が
当
た
っ
て
輝
い
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
存
在
は
大
き
く
な
く
て
も
確

か
な
道
し
る
べ
を
示
す
赤
星
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

今総会も、東京YWCAで長年書を教えておられる飯田瑤香さんによる、
のびやかな書を看板とさせていただきました。

会長／俣野尚子（東京）　　副会長／横山由美子（新潟）　吉村千恵（京都）
書記／藤谷佐斗子（東京）
運営委員／　
北日本ブロック� 半澤敦子（福島）　吉田亜希（札幌）
関東甲信越ブロック� 大久保生子（東京）　手島千景（東京）
� 徳田有希子（横浜）　長澤幸江（東京）　山髙万寿子（東京）
東海ブロック� 坂本渚（名古屋）
関西ブロック� 津戸真弓（大阪）　原田みな美（京都）　松原恵美子（大阪）
西日本ブロック� 三木康代（広島）　　� ＊（　）内は所属ＹＷＣＡ

第31総会期　会長・副会長・書記・運営委員
代議員による選挙結果は次の通りです。これから4年間よろしく
お願いいたします。

新会長メッセージ　日本YWCA会長　俣野尚子

第
31
回
全
国
会
員
総
会
報
告

視
座
を
高
く
、足
元
を
踏
み
し
め
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Y
W
C
A
と
し
て
担
え
る
現
在
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
内
山
佳
子
東
京
Y
W
C
A
会
長
が
報
告
し

た
。

②
女
性
の
人
権
と
基
地
問
題　

　
沖
縄
出
身
の
平
良
愛
香
さ
ん
（
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
三
一
教
会
牧
師
）
が
、
ご
自
身
や
家
族
の
経

験
を
交
え
つ
つ
、
沖
縄
の
人
々
が
人
権
を
蹂
躙
さ
れ
、

基
地
の
存
在
の
た
め
に
戦
争
の
加
害
者
に
さ
れ
て

き
た
歴
史
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
沖
縄
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

大
城
美
代
子
さ
ん
、
広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
大
川
祈
さ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

●
交
流
会

フ
ェ
イ
バ
ー
ド
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
に
よ
る
力

強
い
歌
声
に
元
気
を
得
て
、
全
員
で
歌
い
踊
り
交

流
会
が
始
ま
っ
た
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ォ
ン
デ
ュ
な

ど
の
ス
イ
ー
ツ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
、
話
が
飛
び
交
い
楽
し
い
会
と
な
っ
た
。

各
地
域
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
被
災

者
支
援
活
動
や
今
年
の
目
玉
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
紹
介

さ
れ
た
。

●
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

誰
で
も
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
緊
急
課
題
で
あ
る
憲
法
に
つ
い
て
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
教
授
、
小
沢
隆
一
さ
ん
の
お
話
を
伺

っ
た
。（
１
〜
２
面
参
照
）

●
議
事
Ⅰ　
以
下
を
承
認
。

基
調
報
告　

俣
野
尚
子
会
長
が
以
下
の
通
り
話

さ
れ
た
。「
今
ま
さ
に
ア
ゲ
ン
ス
ト
の
風
が
吹
い
て

い
る
が
、
風
が
無
く
て
は
船
は
進
ま
な
い
。
多
く

の
痛
み
や
苦
し
み
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
命

が
尊
く
、
平
和
に
生
き
る
権
利
を
侵
害
さ
れ
て
は

い
け
な
い
と
感
じ
る
。
生
き
生
き
と
喜
び
を
も
っ

て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

地
域
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
の
脈
々
と
し
た
活
動
が
あ
り
、

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
し
て
集
い
合
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
」。

日
本
Y
W
C
A
活
動
報
告

（
１
）
理
事
会
お
よ
び
関
連
部
会
報
告

（
２
）
各
委
員
会
報
告

（
３
）
被
災
者
支
援
活
動
報
告

（
４
）
全
国
幹
事
会
報
告

財
団
法
人
日
本
Y
W
C
A
の
公
益
新
法
へ
の
対
応　

第
29
回
全
国
会
員
総
会
（
2
0
0
6
・
11
）
か

ら
今
日
ま
で
の
経
緯
説
明

決
算
報
告　

2
0
0
9
・
2
0
1
0
・
2
0
1
1
年
度

決
算
報
告

●
分
科
会

新
総
会
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
の
た
め
4
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
話
し
合
い
が
持
た
れ
、
次
総
会

期
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
検
討
し
た
。
各
分
科
会
の
内

容
は
次
の
通
り
。

①
憲
法
改
正
の
動
き
を
知
り
、

　
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
！　

自
民
党
政
権
下
の
2
0
0
7
年
に
国
民
投
票
法

が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
反
対
し
て
政
権
を
取
っ
た

民
主
党
政
権
下
の
2
0
1
0
年
、
憲
法
審
査
会
が

開
始
さ
れ
た
。
信
用
な
ら
な
い
政
治
動
向
を
睨
み
、

12
月
16
日
に
控
え
た
衆
議
院
議
員
選
挙
前
・
選
挙

後
に
起
こ
す
べ
き
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
た
。

日
本
Y
W
C
A
の
憲
法
に
関
す
る
取
り
組
み
の
歴

史
を
鈴
木
伶
子
理
事
長
が
、
国
会
に
一
番
近
い

ん
か
ら
は
、
沖
縄
や
岩
国
で
の
現
状
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
、
今
後
実
施
で
き
る
具
体
的
な
活
動
に

つ
き
協
議
し
た
。

③
原
発
の
な
い
社
会
を
つ
く
り
だ
す

　
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を
考
え
る　

各
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
や
個
人
か
ら
７
つ
の
行
動
が
紹
介

さ
れ
た
。
原
発
を
止
め
る
方
法
と
し
て
、
県
民
投

票
、
訴
訟
の
原
告
団
へ
の
参
加
、
伊
方
原
発
稼
働

阻
止
集
会
へ
の
参
加
、
電
気
代
不
払
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
脱
原
発
つ
う
し
ん
ぼ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
、
電
力
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
P
P
S
の
利
用
が
報
告
さ
れ
、
今
後
の
ア
ク
シ

ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
。
運
動
を
展
開
す
る
た

め
に
は
、
他
団
体
協
働
な
ど
の
「
柔
軟
性
」、
協

議
に
時
間
を
か
け
な
い
「
瞬
発
力
」、
情
報
に
対

応
す
る
「
機
動
力
」、
他
人
ご
と
に
し
な
い
「
内

面
化
」
の
必
要
性
を
再
確
認
し
た
。　

④
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら

　
Y
W
C
A
の
活
動
を
考
え
る　

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

「
Ｗ
」
に
焦
点
を

当
て
、
日
常
の
活

動
の
中
か
ら
見
え

て
く
る
こ
と
を
出

し
合
っ
た
。
私
た

ち
の
社
会
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス

に
縛
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
多
い
が
、

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に
集
う

女
性
た
ち
は
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
取

り
組
み
自
分
ら
し

フェイバードゴスペルクワイヤの歌と踊りで交流会スタート

憲法に関する分科会では、選挙前と後のアクションを協議

ジェンダーの視点から活動を考える分科会には60名以上が参加
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7
名
の
ご
出
席
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
全
体
会
で
は
「
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
第
31
回
全

国
会
員
総
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
読
み
上
げ
て
採
択
し
た
。

最
後
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
目
前
に
迫
り
、
特
に

憲
法
改
正
の
動
き
に
対
し
て
、
地
域
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
次

の
よ
う
な
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
を
確
認
。

＊�

日
本
国
憲
法
と
自
民
党
改
憲
案
と
の
比
較
表
を

掲
載
し
た
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
機
関
紙
12
月
号
配
布
。

＊�

憲
法
情
報
・
選
挙
情
報
・
ア
ク
シ
ョ
ン
情
報
を

face
boo
k
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
な
ど
を
活
用
し
、
共
有
し
て
広
め
る
。

な
お
、
日
曜
礼
拝
献
金�

1
3
8,
3
5
5�

円
は
パ

レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
支
援
に
さ
さ
げ
る
。

こ
の
３
日
間
に
共
に
学
び
協
議
し
た
こ
と
を
各

地
域
に
持
ち
帰
り
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
か

し
展
開
し
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
く
る
。
視
座

を
高
く
、
し
か
し
足
元
を
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め

確
実
な
歩
み
を
続
け
た
い
。

第
30
総
会
期
書
記　

手
島
千
景

く
生
き
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
活
動
に

反
映
さ
せ
、
外
に
向
け
て
こ
の
強
み
を
磨
い
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し
た
。

●
全
体
会

４
つ
の
分
科
会
か
ら
協
議
内
容
や
ア
ピ
ー
ル
文

に
込
め
ら
れ
た
思
い
等
の
報
告
が
あ
り
、
全
体
で

の
共
有
・
質
疑
応
答
を
し
、
ア
ピ
ー
ル
文
作
成
を

進
め
た
。

●
議
事
Ⅱ　
以
下
を
承
認
。

1・	

第
31
総
会
期
主
題

「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
幸
い
で
あ
る
―
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
５
章
９
節
―
」

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
学
び
、
共
に
生
き
る
世

界
を
実
現
す
る
」「
世
界
の
人
々
と
共
に
人
権
・

平
和
・
環
境
の
問
題
に
取
り
組
む
」

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
５

（
1
）�

非
核
・
非
暴
力
に
よ
り
平
和
を
構
築
す
る
。

・
平
和
憲
法
を
ま
も
り
、
世
界
に
広
め
る

・
原
発
の
な
い
社
会
を
つ
く
る

・
市
民
レ
ベ
ル
で
東
北
ア
ジ
ア
の
信
頼
関
係

を
築
く

（
２
）
女
性
と
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
。

（
３
）
若
い
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
成
す
る
。

2・ 

第
31
総
会
期
事
業
計
画

3・ 

第
31
総
会
期
2
0
1
3
年
度
予
算
概
要

4
・ 

日
本
Y
W
C
A
会
則
改
正

●
選
挙
結
果　
別
掲
参
照

●Y
's W

onderful W
om

en

賞

前
総
会
に
続
き
今
回
も
、
83
歳
を
過
ぎ
て
も
尚

お
元
気
で
活
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
会
員
の
方
々

を
表
彰
し
、
記
念
の
額
と
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

今
回
は
24
名
（
最
高
齢
97
歳
）
の
推
薦
が
あ
り
、

わ
た
し
の
祈
り
を

御
前
に
立
ち
昇
る
香
り
と
し

（
詩
編
1
4
1
編
2
節
）

　

昨
年
の
7
月
28
日
、
私
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
に
い
た
。
バ
ッ
ハ
逝
去
日
記

念
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
バ
ッ
ハ
の
曲
の
み
を
演

奏
し
た
。
三
段
鍵
盤
の
バ
ロ
ッ
ク
様
式
、
メ

ツ
ラ
ー
の
名
器
。
そ
の
重
厚
な
音
色
が
石
造

り
の
大だ
い
伽が

藍ら
ん
を
満
た
し
て
く
れ
る
。

　

階
下
に
は
、
物
乞
い
を
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア

か
ら
の
難
民
女
性
た
ち
が
い
る
。
教
会
の
石

階
段
に
は
た
む
ろ
す
る
麻
薬
使
用
者
た
ち
、

そ
の
中
に
女
性
も
い
た
。
私
は
彼
女
等
の
間

を
か
き
分
け
る
よ
う
に
し
て
教
会
に
出
入

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
施
錠
の
度

に
ド
ア
の
音
が
反
響
す
る
。
ま
る
で
世
界
の

苦
難
を
遮
断
し
て
い
る
よ
う
な
響
き
。
こ
の

人
た
ち
と
か
け
離
れ
た
所
で
私
は
バ
ッ
ハ
に

集
中
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

や
り
き
れ
な
い
私
の
問
い
に
バ
ッ
ハ
の
曲

自
身
が
粛
々
と
応
え
て
く
れ
た
。「
バ
ビ
ロ

ン
の
川
の
ほ
と
り
に
て
」
で
は
、
バ
ッ
ハ
は

捕
囚
の
民
の
悲
し
み
を
「
キ
リ
ス
ト
の
受

難
」
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
し
て
い
る
。「
装

い
せ
よ
、
お
お
わ
が
魂
よ
」
は
、
暗
い
穴
か

ら
抜
け
出
し
、
光
の
衣
を
着
よ
う
と
歌
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
楽
曲
の
響
き
が
天
蓋
か

ら
、
私
へ
と
降
り
注
ぐ
。
こ
の
確
か
な
喜
び

を
支
え
に
演
奏
を
献
げ
よ
う
。「
立
ち
昇
る

香
り
」
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。
　
　
　

横
手
多
佳
子

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
賛
助
員
・

山
梨
英
和
女
学
院
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

日本ＹＷＣＡからは、
Ｎ．グンボンズバンダ
世界ＹＷＣＡ総幹事か
ら「被災者支援活動
の資金に」といただい
たお姉さまお手製の
テーブルクロスを出品

Y's Wonderful Women賞受賞者からのスピーチに力づけられ会場が沸きました

福島ＹＷＣＡがオーク
ションに出品したハガ
キの出品者と落札者

第31回全国会員総会報告
視座を高く、足元を踏みしめ
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2
0
1
2
年
11
月
3
日（
土
）〜
8
日（
木
）
に
、

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
主
催
で
韓
国
を
会
場
に
行
わ
れ
た
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
・
平
和
構
築
・
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
テ
ー
マ
に
し
た
６
日
間
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
国
際
研
修
会
（International�T

raining�
Institute

：
I
T
I
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
太
平
洋
や
カ
リ

ブ
海
諸
島
地
域
か
ら
30
カ
国
・
50
名
余
り
の
、
学

生
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
の
女
性
た
ち
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

　

国
連
の
取
り
組
み
や
C
E
D
A
W
（
女
性
差
別

撤
廃
委
員
会
）
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
そ
の

C
E
D
A
W
へ
の
提
出
を
想
定
し
た
N
G
O
レ
ポ

ー
ト
の
作
成
、
米
国
P
B
S
の
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ

「
W
O
M
E
N�

W
A
R�

&�

P
E
A
C
E
」
の
フ
ィ

ル
ム
の
観
賞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

キ
ル
の
構
築
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

交
流
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
あ
り
、
ソ

ウ
ル
か
ら
バ
ス
で
片
道
2
時
半
か
け

て
、
38
度
線
の
非
武
装
地
帯

（
D
M
Z
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
現

在
も
ま
だ
停
戦
中
で
戦
争
は
続
い
て

い
る
状
態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

ド
イ
ツ
が
東
西
に
分
断
さ
れ
た
よ
う

に
、
南
北
に
分
断
さ
れ
る
の
は
、
敗
戦
国
の
日
本

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
と
思
う
と
、
と
て
も

胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

　

各
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
、
女
性
へ
の
暴
力
を
な
く
す

た
め
の
取
り
組
み
の
事
例
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
、
実
際
の
部
屋
の
様

子
を
再
現
し
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
置
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
暴

力
の
タ
イ
プ
や
状
況
を
伝
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
R
o
s
e�
A
l
l
e
y�

76
」
や
、
カ
リ
ブ
海
に

あ
る
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
、
空

港
や
街
角
で
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ネ
ル
展
示
や
ダ
ン
ス

な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
う
「
I
n�

H
e
r�

S
h
o
e
s
＝
写
真
＝
、
カ
ナ
ダ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

「
R
o
s
e�

c
a
m
p
a
i
g
n
」、
ザ
ン
ビ
ア
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
の
地
域
と
連
携
し
た
、
政
策
提
言
や
女
性
の

I
T
I
で
は
、
Y
W
C
A
の
意
味
を
考
え
、

多
く
の
出
会
い
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

D
M
Z
（
非
武
装
地
帯
）
で
は
、
女
性
も
含

む
若
い
兵
士
の
人
が
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

韓
国
の
人
に
話
を
聞
く
と
「
就
職
難
で
兵
役
に

就
く
女
性
も
多
い
。
自
分
に
は
息
子
が
い
る
が
、

兵
役
に
就
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
北
朝
鮮
と

韓
国
は
休
戦
下
に
あ
る
か
ら
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
の
参
加
者
は

「
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

人
っ
て
困
難
な
状
況
下
で
も
よ
く
笑
う
の
よ
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
遠
く
の
国
の
こ
と
に

思
え
る
暴
力
や
苦
し
み
が
、
身
近
な
人
の
命
に

関
わ
る
、
自
分
に
関
係
の
あ
る
こ
と
な
の
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。

「
日
本
の
放
射
能
は
ど
う
な
の
？
」
と
聞
か
れ

た
り
、
憲
法
9
条
の
冊
子
を
渡
し
た
時
に
「
平

和
憲
法
が
あ
る
な
ん
て
素
敵
ね
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
日
本
の
現
状
を
考
え
、
働
き

か
け
、
伝
え
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
日
本
の

米
軍
基
地
と
女
性
へ
の
暴
力
の
こ
と
を
テ
ー
マ

に
一
緒
に
考
え
、
ア
メ
リ
カ
Y
W
C
A
の
方
と
も

沖
縄
や
基
地
の
あ
る
町
の
状
況
な
ど
を
話
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
自
分
た
ち
が
世
界
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
、
暴
力
に
対
し
て
N
O
!
と
言
い
続

け
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
き
た
い
で

す
。

広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

大
川 

祈

右から3人目、筆者

多
く
の
出
会
い
に

揺
さ
ぶ
ら
れ

世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る

女
性
へ
の
暴
力
を
な
く
す
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

た
め
の
ス
キ
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
長
期
的
な

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
2
0
1
5
年
の
世

界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
の
と
き
に
話
し
合
わ
れ
る
、

2
0
1
5
―
2
0
3
5
年
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
、
世
界
規
模
で
行
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。「
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
」
の
文
字
を
頭
文
字
に
使
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

カ
ー
ド
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
連
の
方
が
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
キ
ッ
ト
が

あ
れ
ば
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
な
く
て
も
で
き
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
専
門
家
で
な
く
て
も
、

同
じ
思
い
を
持
っ
た
人
が
世
界
中
で
行
動
を
す
れ

ば
、
き
っ
と
C
h
a
n
g
e
は
起
こ
せ
る
と
、
改
め

て
こ
の
研
修
会
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
職
員　

今
地
裕
美
子

International 
Training Institute

ドメスティックバイオレンスの犠牲となった女性
の靴を展示、トリニダード・トバゴＹＷＣＡの「In 
Her Shoes」の活動より

YWCA
国際研修会
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2
0
1
2
年
12
月
12
日
、
日
中
Y
W
C
A
参
加

者
全
員
で
、「
侵
華
日
軍
南
京
大
虐
殺
遭
難
同
胞

記
念
館
」
を
訪
ね
た
。
正
面
の
建
物
の
壁
に
は

「
３
０
０
０
０
０
」「
侵
華
日
軍
南
京
大
屠
殺
遭
難

同
胞
記
念
館
」
と
標
示
が
さ
れ
、
屠
殺
と
い
う
言

葉
が
重
く
響
く
。
中
国
語
で
は
家
畜
を
殺
す
こ
と

と
は
限
ら
ず
、
無
情
に
殺
戮
す
る
意
味
だ
と
い
う
。

そ
れ
は
、
非
戦
闘
員
を
含
め
て
の
皆
殺
し
命
令
の

も
と
、
殺
さ
れ
る
側
か
ら
す
れ
ば
理
由
も
抵
抗
手

段
も
な
い
無
辜
の
方
た
ち
を
虐
殺
し
た
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
罪
、
生
命
・
財
産
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
す
べ
て
を
踏
み
に
じ
る
犯
罪
行
為
だ
。
青
銅

の
彫
刻
の
頭
部
が
無
造
作
に
転
が
っ
て
い
る
。

展
示
館
に
入
れ
ば
、
虐
殺
記
念
日
前
日
と
て
老

若
男
女
の
人
・
人
・
人
…
。
か
き
分
け
る
よ
う
に

し
て
、
百
人
斬
り
競
争
な
ど
な
ど
の
「
日
本
軍
の

殺
す
、
焼
く
、
犯
す
、
奪
う
の
暴
行
」
展
示
を
見

学
し
、
遺
体
が
埋
め
ら
れ
白
骨
化
状
態
が
見
え
る

よ
う
に
し
て
あ
る
万
人
坑
遺
址
を
通
り
、
出
口
に

至
れ
ば
、
12
秒
に

1
人
の
割
合
で
命

が
奪
わ
れ
た
こ
と

を
示
す
12
秒
毎
の

鐘
が
時
を
刻
む
。

人
を
人
と
み
な
し

て
い
れ
ば
起
こ
り

得
な
い
よ
う
な
行

為
を
な
ぜ
し
た
の

か
。
国
家
権
力
の

魔
性
性
は
日
本
固

有
で
は
な
く
、
原

爆
投
下
・
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
や
パ
レ

ス
チ
ナ
へ
も
繋
る

の
だ
ろ
う
。

領
土
問
題
の
緊
張
感
、
総
選
挙
後
の
日
中
関
係

の
行
方
へ
の
不
安
感
等
の
中
で
の
大
虐
殺
75
年
、

日
中
国
交
回
復
40
年
に
当
た
る
、
ま
さ
に
神
様
が

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
の
「
時
」
に
、
記
念
碑
前

で
祈
り
、
中
国
と
日
本
の
Y
W
C
A
会
員
間
の
交

流
を
通
し
て
、
平
和
の
た
め
に
働
く
意
思
を
確
認

で
き
た
の
は
有
難
い
こ
と
だ
っ
た
。
周
恩
来
首
相

（
当
時
）
は
「
前
事
不
忘
、
后
事
之
師
」
と
し
て
、

罪
を
問
わ
な
い
と
い
う
態
度
を
取
っ
た
と
い
う
。

敵
愾が
い

心
を
掻
き
立
て
る
こ
と
で
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
煽あ
お
る
こ
と
で
も
な
く
、
そ
れ
は
今
、
戦
争

の
非
人
道
性
を
忘
れ
ず
に
、
い
か
な
る
戦
争
を
も
、

そ
れ
を
起
こ
そ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
力
に
反
対

す
る
態
度
だ
ろ
う
。

「
南
京
を
考
え
る
旅
2
0
1
2
」
は
、
日
本

Y
W
C
A
1
0
0
周
年
記
念
事
業
で
あ
っ
た

2
0
0
5
年
の
「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る
旅
」
で
提

案
さ
れ
た
東
北
ア
ジ
ア
の
平
和
実
現
に
向
け
て
の

ユ
ー
ス
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
と
い
う
具
体

案
を
踏
ま
え
た
、
中
国
・
日
本
Y
W
C
A
共
催
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
第
2
回
目
（
第
1
回
は
2
0
0
7
年

実
施
）
で
あ
り
、
中
国
か
ら
は
北
京
・
天
津
・
広

州
・
西
安
・
成
都
・
南
京
等
地
域
Y
W
C
A
会

員
・
職
員
26
名
、
日
本
か
ら
は
14
名
の
参
加
。
12

月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
、
テ
ー
マ
は
「
共
に
平
和

の
種
を
蒔
こ
う
」。

冬
の
時
代
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
下
で
も
、
私
た

ち
Y
W
C
A
は
諦
め
る
こ
と
な
く
今
ま
で
培
い
収

穫
し
て
き
た
種
々
の
種
を
携
え
て
、
日
中
の
大
地

に
着
実
な
歩
み
を
踏
み
出
そ
う
で
は
な
い
か
。

「
わ
た
し
は
植
え
、
ア
ポ
ロ
は
水
を
注
い
だ
。
し

か
し
、
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
神
で
す
」

（
コ
リ
ン
ト
Ｉ　

3
章
16
節
）
と
い
う
み
言
葉
を

携
え
て
。

多
く
の
困
難
な
中
、
開
催
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

た
中
国
Y
W
C
A
の
方
々
に
衷ち

ゅ
う
し
ん心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
。　南

京
を
考
え
る
旅
2
0
1
2
実
行
委
員
長　

杉
村
み
ど
り

南京を考える旅
2012
共に平和の種を
蒔こう
2012年12月11日（火）～15日（土）

私
は
2
0
1
2
年
12
月
11
日
か
ら
５
日
間
、

Y
W
C
A
の
南
京
を
考
え
る
旅
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
の
こ
と
は
中
高
Y
W
C
A

の
顧
問
を
し
て
い
る
母
か
ら
聞
き
、
滅
多
に
な

い
機
会
で
す
の
で
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
私
は
ま
た
日
本
側
参
加
者
の
中
で
唯
一

の
20
代
だ
っ
た
の
で
目
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
大
き
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
南
京
大
虐

殺
記
念
館
（
侵
華
日
軍
南
京
大
屠
殺
遭
難
同
胞

記
念
館
）
の
見
学
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
個
人
的

に
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
毎
日
の
一

大
行
事
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ

れ
、
全
員
が
年
上
で
あ
る
こ
と
や
、
言
葉
の
壁
・

考
え
方
の
違
い
な
ど
に
よ
り
話
し
合
い
を
ま
と

め
る
の
が
難
し
く
、
最
初
は
戸
惑
う
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
無
事
納
得
の

い
く
グ
ル
ー
プ
発
表
が
で
き
、
同
じ
グ
ル
ー
プ

の
方
々
と
も
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
非
常
に
濃
い
話
し
合
い
で
し
た
が
、
中
で

も
「
私
た
ち
に
は
、
歴
史
に
対
す
る
責
任
は
な

く
と
も
、
事
実
を
知
る
者
と
し
て
そ
れ
を
伝
え

る
責
任
が
あ
る
」
と
い
う
共
通
認
識
が
持
て
た

こ
と
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
関
わ
っ

た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

東
京
大
学
4
年　

杉
山
ひ
か
り

戸
惑
い
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
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衆の視点で、戦争とメディア・教育・ジェンダー・戦争
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70%を占めるという戦後世代に、戦争の歴史的事実、
特に日本の戦争加害とその責任に向き合うことを伝
えるのは、決して「自虐史」教育ではない。偏狭的な民
族主義・国家主義のもと、民衆が犠牲とされた過ちを
二度と繰り返さないために、そして近隣のアジア諸
国とともに平和の未来を築くためには、今こそ国境
を超えた歴史認識の共有を出発点として、繰り返し
対話を続けることが大切だと思う。

第31総会期編集部会 長・清田悦子

日本・中国・韓国３国共同編集
『新しい東アジアの近現代』

上・下巻

日本評論社
定価　2,625円
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（
2
0
1
2
年
12
月
20
日
現
在 

敬
称
略
）

広
島
・
呉
・
松
山

　

当
日
は
、
広
島
4
名
、
呉
6
名
、
松

山
5
名
が
松
山
観
光
港
集
合
。
9
時

30
分
雨
の
中
を
松
山
か
ら
海
岸
線
経

由
で
出
発
し
た
。
伊
方
原
発
ま
で
の
距

離
約
60
キ
ロ
を
3
台
の
車
に
分
乗
し

て
、
車
内
は
積
る
情
報
交
換
の
場
と

な
っ
た
。
12
時
少
し
前
に
到
着
。
す
で

に
原
発
ゲ
ー
ト
前
で
抗
議
行
動
を
し
て

い
た
1
5
0
名
程
の
群
れ
に
加
わ
り
用

意
し
て
き
た
黄
色
い
布
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン

チ
ェ
ー
ン
に
参
加
。
ピ
ン
ク
や
パ
ー
プ

　

呉
・
広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
「
ま
た
、
近
隣
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
一
緒
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

声
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
実
現
し
な

い
ま
ま
2
0
1
1
年
3.
11
を
迎
え

て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
声
は
「
伊

方
に
行
き
た
い
」
と
の
声
に
変
わ
り
、

2
0
1
2
年
11
月
11
日
（
日
）「
原
発

さ
よ
な
ら
四
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の

「
第
26
回
伊
方
集
会
」
に
合
流
参
加
す

る
企
画
と
な
っ
て
実
現
し
た
。

ル
色
で
化
粧
し
た
原
発
が
雨
上
が
り
の

静
か
な
岬
に
陣
取
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

公
民
館
に
移
動
し
て
愛
媛
県
・
高
知
県
・

広
島
県
・
大
分
県
で
の
運
動
の
具
体
策

を
報
告
し
合
っ
た
。

　

13
年
前
の
「
６
市
Y
W
C
A
合
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
お
世
話
に
な
っ
た
地

元
の
斎
間
淳
子
さ
ん
・
近
藤
誠
さ
ん
は
、

お
二
人
と
も
入
院
中
で
お
話
が
聞
け
な

か
っ
た
。
1
9
6
9
年
か
ら
始
ま
っ
た

伊
方
原
発
誘
致
話
以
来
、
重
な
る
敗
訴

に
無
念
の
う
ち
に
亡
く
な
ら
れ
た
広
野

房
一
さ
ん
・
斎
間
満
さ
ん
な
ど
を
思
い
、

胸
が
痛
ん
だ
。「
私
も
共
に
、
こ
こ
に

立
つ
」
と
の
意
思
表
示
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
っ
た
。

　
　

�

松
山
Y
W
C
A
　
益
田
明
美

日本YWCAの使命（ミッション）
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する
世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

第31総会期主題
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節

日本ＹＷＣＡビジョン２０１５
（1） ・非核・非暴力により平和を構築する。
 ・平和憲法をまもり、世界に広める
 ・原発のない社会をつくる
 ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く　
（２） 女性と子どもの権利を守る。
（３） 若い女性のリーダーシップを養成する。
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